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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月7日(2015.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸素に依存した色素または酸素に対して不安定な色素が想定される期間に密封容器内で
変色しないように安定させる方法であって、
　（１）外部の二酸化炭素を導入せずに前記密封容器内の空気の酸素濃度を低下させ、外
部の二酸化炭素を前記密封容器に導入した場合には、想定される前記期間における色素の
損傷を最小限とするレベルまで酸素濃度を低下させるステップと、
　（２）前記密封容器内の空気の酸素濃度を保持しながらまたはさらに低下させながら、
外部の二酸化炭素を前記密封容器に導入するステップと、
　を有する方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、
　前記色素は、ミオグロビンである方法。
【請求項３】
　請求項１記載の方法において、
　前記ステップ（２）の酸素濃度は、前記密封容器内で少なくとも３日間保持される方法
。
【請求項４】
　請求項１記載の方法において、
　燃料電池を用いて酸素濃度を低下させる方法。
【請求項５】
　請求項４記載の方法において、
　前記燃料電池は、前記密封容器の内部にある方法。
【請求項６】
　請求項４記載の方法において、
　前記燃料電池は、前記密封容器の外部にある方法。
【請求項７】
　請求項１記載の方法において、
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　酸素を窒素で置き換えて酸素濃度を低下させる方法。
【請求項８】
　請求項１記載の方法において、
　前記ステップ（１）において、前記密封容器内の空気の酸素濃度を５％未満にまで低下
させる方法。
【請求項９】
　請求項１記載の方法において、
　前記ステップ（２）の前に、前記ステップ（１）で形成された前記密封容器内の空気中
で食材が脱酸素化されるように食材を保持する方法。
【請求項１０】
　請求項１記載の方法において、
　前記ステップ（２）の前に、前記ステップ（１）で形成された前記密封容器内の空気中
で食材を少なくとも１時間保持する方法。
【請求項１１】
　請求項１記載の方法において、
　前記ステップ（２）において、前記密封容器内の空気の酸素濃度を１，５００ｐｐｍ未
満にまでさらに低下させる方法。
【請求項１２】
　請求項１記載の方法において、
　前記密封容器は、柔軟または収縮可能または膨張可能な素材を含む袋であり、
　前記袋は、上部空間を有する方法。
【請求項１３】
　請求項１記載の方法において、
　前記密封容器は、硬い容器である方法。
【請求項１４】
　請求項１記載の方法において、
　前記色素は、赤肉またはティラピアまたはマグロまたはサバに存在するミオグロビン色
素である方法。
【請求項１５】
　請求項１記載の方法において、
　想定される前記期間は、少なくとも３日である方法。
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